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木幡地域福祉センターが開館

地
域
や
世
代
間
の
交
流
の
場
に

　
木
幡
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
、
四
月
十
四
日

伽
に
開
館
式
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
は
市
で
初
め
て
の
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
と
集
会
所

機
能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
之
弓
若
い
人
か
ら

高
齢
の
人
ま
で
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
交

流
の
場
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
木
幡
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

木
幡
東
中
・
許
波
多
（
こ
は
た
）

神
社
参
道
の
南
側
、
旧
木
幡
公
民

分
館
の
跡
地
に
建
設
し
た
も
の
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て

い
て
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
、
健
康
づ
く
り
・
牛
百

が
い
づ
く
り
な
ど
の
様
々
な
活
動

に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
シ
と
、
浴

室
や
娯
楽
室
の
ほ
か
、
‘
陶
芸
や
木

工
に
利
用
で
き
る
創
作
室
か
設
置
。

浴
室
や
脱
衣
室
な
ど
に
は
、
事
務

室
に
つ
な
が
っ
て
い
る
緊
急
用
の

呼
び
出
し
装
ほ
が
あ
る
ほ
か
、
廊

下
に
は
手
す
口
か
つ
い
て
い
る
な

ど
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
集
会
所
と
し
て

【写真上】４月14日に開館式を迎える木幡地域福祉セン

　　　　　ター（3 月26日}i影）

【写真右】集会室には洋室（手前）と和室があり、一つ
　　　　　にして利用することもできます

の
機
能
も
持
ち
、
集
会
室
・
調
理

室
な
μ
石
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

創
作
室
の
利
用
も
含
め
、
幅
広
い

年
代
の
皆
さ
ん
に
、
い
み
ん
な
目

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
こ
の
木
幡
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

タ
活
用
し
て
、
各
世
代
間
や
地
域

間
の
交
流
を
深
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

使
用
申
し
込
み
の
受
け
付
け
は

個
人
利
用
は
4
月
1
2
日
(
月
)
か
ら

団
体
利
用
は
4
月
1
9
日
(
月
)
か
ら

　
使
用
申
し
込
み
は
、
四
月
十
五

日
附
露
の
個
人
利
用
に
つ
い
て

は
四
月
十
二
日
間
か
ら
、
四
月
二

十
二
日
困
以
降
の
団
体
利
用
に
つ

い
て
は
四
月
十
九
日
囲
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
同
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
受

け
付
け
ま
す
。

施
設
の
概
要

　
＠
所
在
…
木
幡
東
中
4
7
－
４

　
Ｏ
建
物
の
概
要
・
・
・
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
・
・
平
屋
建
、
延
べ
床
面

積
は
３
６
７
・
５
㎡

内
容
と
利
用

方
法
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市
民
）
で
利
用
で
き
Ｉ

る
施
設
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位
置
図
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・
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脱
衣

室
含
む
）
…
男
女
と
も
Ｌ
度
に
５

人
程
度
入
浴
で
孝
示
す
。
利
用
時

問
は
月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
の
午
後
１
時
～
３
時

　
Ｏ
娯
楽
室
（
3
3
㎡
）
・
・
・
健
康
器

具
（
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
）
な
芦
ぷ
あ
り
ま
す
。
利
用

時
間
は
月
曜
↑
に
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
Ｏ
使
用
申
し
込
み
・
：
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
請
書
で
（
印
鑑
が
必
要
）
。

「
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
丿
一
」
を

交
付
し
ま
す
。

団
体
、
町
内
（
自
治
）
一

会
な
ど
の
団
体
が
利
用

一

で
き
る
施
設
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Ｏ
集
会
室
（
洋
室
瓦
一
一
　
　
㎡
・
和

室
_
Ｃ
Ｍ
畳
）
・
：
高
齢
者
の
必
一
食
会

木
幡
東
中
4
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▲ゆっくりとくつろぐことが

　できる浴室。安全に入浴で

　きるよう、階段と手すりも

　ついています

な
ど
の
時
に
は
、
和
室
・
洋
室
が

一
体
利
用
で
き
示
ｙ

　
Ｏ
創
作
室
（
2
6
㎡
）
・
・
・
陶
芸
用

の
小
型
電
気
窯
や
木
工
具
を
設
置
。

趣
味
Ｍ
ｆ
ｉ
か
し
か
屈
動
に
利
用
を

　
Ｏ
調
理
室
（
2
6
㎡
）
・
：
料
理
教

室
や
会
食
心
一
の
調
理
が
で
き
ま
す

　
＠
利
用
時
間
・
：
毎
日
、
午
前
９

時
～
午
後
1
0
時
。
た
だ
し
、
創
作

室
は
月
曜
人
潅
日
（
祝
日
は
除

く
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
Ｏ
使
用
申
し
込
み
・
：
使
用
日
の

２
ヵ
月
前
か
ら
１
日
前
ま
で
に
、

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
請
書
で
（
印

鑑
が
必
要
）
。

使
用
料

い
ず
れ
も
無
料
。

　　問い合わせ

長寿社会対策課調整係

萱22・3141、内線2314

木幡地域福祉センター

　　　a32 ・8565
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理
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務
室玄関創作室
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男子浴室
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女子浴室
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撤
去
し
た
放
置
自
転
車
を

リ
サ
イ
ク
ル
販
売
し
ま
す

　
四
月
十
七
日
出
に
市
役
所
南
側
駐
車
場
で
、
第
一
回
の
「
撤
去

自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
駅
周
辺
か
ら
撤
去
し
た
放
置
自
転
車
を
、
福
祉
施
設

が
清
掃
・
小
修
理
し
て
販
売
す
る
も
の
で
、
京
都
府
自
転
車
軽
自

動
車
商
協
同
組
合
宇
治
支
部
の
協
力
で
、
・
安
全
点
検
も
受
け
て
い

ま
す
。
・
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
一
昨
年
の
十
月
か

ら
、
「
自
転
車
の
駐
車
秩
序
の

確
立
に
関
す
る
条
例
」
に
箭
つ

い
て
、
駅
周
辺
に
自
転
車
放
置

禁
止
区
域
を
設
け
、
区
域
内
に

放
置
し
て
あ
る
自
転
車
は
撤
去

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
自
転
車
に
所
有

者
の
住
所
や
氏
名
な
ど
が
明
記

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
は
が
き

雲
謡
で
、
引
き
取
り
の
連
絡

も
行
つ
て
い
未
了
。

　
し
か
し
、
年
間
で
約
四
ヱ
ー

近
い
撤
去
自
転
車
の
中
で
、
所

有
者
に
引
き
取
ら
れ
る
の
は
約

半
数
だ
け
。
残
り
の
自
転
車
は
、

市
が
業
者
に
費
用
か
払
つ
て
、

９●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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机
分
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
　
　
Ｔ
放
置
自
転
車
里
ケ
庄
保
管
場
所

現
状
で
す
。

’
今
回
の
「
撤
去
自
転
車
の
リ

サ
イ
ク
ル
販
西
は
、
こ
の
よ

ラ
な
状
況
の
中
で
、
①
限
ら
れ

た
資
源
の
再
利
用
②
障
害
を

持
つ
皆
さ
ん
の
就
労
ふ
百
が

い
対
策
③
自
転
車
放
置
の
再

発
防
止
な
ど
を
目
指
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　
Ｏ
と
き
・
：
４
月
1
7
日
出
、
受

け
付
け
＝
午
前
９
時
～
９
時
半

・
販
売
１
９
時
半
～

ｉ放置自転車の清掃・小修理に取り組む福

　祉施設の皆さん（3月26日、同胞の家）

　
＠
と
こ
ろ
・
・
・
市
役
所
南
側
駐

車
場
内

　
＠
販
売
台
数
・
・
・
約
6
0
台

　
＠
販
売
価
格
・
：
①
6
0
0
0

円
②
7
0
0
0
円
③
8
0
0
0

円
（
い
ず
れ
も
希
望
者
が
多
い

場
合
は
抽
選
し
ま
す
）

　
Ｏ
実
施
団
体
…
「
同
胞
の
家
し

　
「
宇
治
共
同
作
業
所
」
、
「
青
谷

学
園
」

　
Ｏ
協
力
…
京
都
府
自
転
車
軽

自
動
車
商
協
同
組
合
宇
治
支
部

　
Ｏ
問
い
合
わ
せ
…
交
通
対
策

課
安
全
対
策
係
（
Ｓ
ぞ
３
１

４
１
、
内
線
2
2
5
9
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
原
を
大
切
に
◆

183

機
械
室

福
祉
施
設
が
清
掃
・
小
修
理
し
て
販
売

第
1
回
は
4
月
1
7
日
(
土
)
・
市
役
所
南
側
駐
車
場
で

自
転
車
は
最
寄
り
の
駐
輪
場
へ

自
転
車
に
は
住
所
・
氏
名
な
ど
を
明
記
し
ま
し
よ
う
！

老人福祉センターと集会所の機能を持つ施

設

今後の販売は、偶数月の第3土曜日の予定です。詳しくは、直近の市政だよりでお

知らせします。

4月14日(水)

第
1
回
の
実

施
要
領

実
施
要
領

・
ａ
ｒ
ｉ
ｌ
一
ｌ
ｊ
ζ
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あ
な
た
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

健
康
・
体
力
づ
く
り
を
す
る
と
共
に
、
余
暇
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
五
年
度
の
日
程
は
次
の
通
り
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
間
日
程
は
、
会
場
な
ど
の
都
合
で
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
開
催
前
に
、
順

次
、
「
市
政
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　時　間
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　会場

親子卓球
親と小学

４年以上
20組 ６ 5/11 ･13･18・20・25・27

毎週

　火・木
午後7時
　　　-9時

平盛小学校

卓　　　　球 中高年齢者30人 ６ 10/14■18･21 -25・28、11/1
毎週
　月・木

午後7時
　　　~9時

黄槃体育館

ソフトテニス 中学生以上30人 ６ 5/15・16・22・23・29・30予備日6／5・６
毎週
　土・日

午後3時
　　　~5時

黄劾

テニスコート

親子バドミントン親と小学
４年以上

20組 ６ 6/8 ・11･15・18・22・25.
毎週
　火・金

午後7時
　　　-9時

黄槃体育館

バドミントン 中高年齢者30人 ６ 10/14・18･ 21･ 25･ 28、11/1
毎週
　月・木

午後7時
　　　-9時

黄桑体育館

女性テニス 中学生以上40人 ６ 7/6・8 ･13･15・20･22予備日27・29
毎週
　火・木

午後７時

　　　~9時

黄桑

テニスコー,ﾄ

親子水泳
親　と
小学生以上

30組 ７ 7/19・20・21・22・23・26・27予備日28
土･日曜
除く毎日

午後５時半
　　~i時半

西宇治プール

一般　水　泳 中学生以上50人 ７ 7／29・30、8／2・３・４・５・６予備日７
土･日曜
除く毎日

午後6時
　　　~8時

西宇治プール

女性軽スポーツ中学生以上30人 ６ 5/11 ･14･18・21・25･28
毎週
　火・金

午後7時

　　　~9時
黄桑体育館

女性バレーボール中学生以上30人 ６ 10/12・15･19・22・26・29
毎週
　火・金

午後７時半
　　-9時半

南宇治中学校

女性ソフトボール中学生以上30人 ６ 9/7 ･10･14･17・21･24予備日28、10/1
毎週
　火・金

午後７時半
　　~9時半

東宇治中学校

中高年スポーツ中高年齢者未定１人１回
６・７月(aは未定）と10/13 水（他は

未定）
午前10時

　　　～正午
宇治公民館
(他は未定)

甲II〃甲111琴
4/2祝) 第31回オリエンテーリング大会 太陽が丘

５／９(日) 第27回市民総体総合開会式 太陽が丘

6/20(日) 市　　民　　潮　　干　　狩　　り 津市御殿場浜

７／４(日) 第17回障害者スポーツ大会 黄桑体育館

9/12(日) 第５回ユートピア市民ふれあいまつり 太陽が丘

9/19(日) 第３回市民グラウンド・ゴルフ大会 太陽が丘

9/26(日) 第16回府民総体ボウリング宇治市予選 未　　　定

9/26(日) 市　　民　　い　　も　　掘　　り 城陽市寺田

io/io(祝 第11回市民スポーツまつり 太陽が丘

10/10而 第３回高齢者エイジレスフェステイバル太陽が丘

11/7(日) 体育振興会連合会交流球技大会 黄梨体育館ほか

11/7(日) 第16回府民総体総合開会式 亀岡運動公園体育館

11/2U日) 第10回市民駅伝競走大会 太陽が丘

11/23㈲ ･第５回スポ少山城ブロック交流フェスティバル田　辺　町

U/28(日) 第５回市民ソフトバレーボール大会 黄桑体育館

1／9(日) 第26回スポーツ少年団新春合同初けいこ会太陽が丘

２／６(日) 第33回市民スキー教室 福井県今庄365スキー場

2/13(日) 第16回府民総体市町村対抗駅伝競走 福知山市

2/27(B) 第11回宇治川マラソン大会 太陽が丘

3/13(日) 第7 向遊リーダー゜この指とまれ 未　　　定

3/6～20 第13回府民トリムのつどい 未　　　定

¬？9讐1111
11　　月 体育・スポーツ指導者養成講習会

甲絆
嘸 甲

木　　　幡 ６／６(日)

午前10時～正午

木幡小学校

東　宇　治 6/13(日) 三室戸小学校

心　　　ごム于　　　／口 6/20(日) 菟道第二小学校

西　宇　治 6/27{日) 伊勢田小学校

西　小　倉 ７／川日） 南小倉小学校

南宇治･広野 ８／１(日) 西大久保小学校

北宇治･棋島 ９／５(日) 棋島小学校

全地域対象
9/1團･3密

午後７時半-9時半
束宇治中学校

9／6(月)･8團 広野中学校

㎜

地域名

畷

s I anaI ^r=^

ーーＩ

　会　場

゛M :::。

　　　　種　　　　目

木　　　幡 5/17･19･21

月

水

金

午
後
７
時
半
Ｓ
９
時
半

木幡中学校
ソフトバレーボール・インディアカ･
ディスクゴルフ

東　宇　治 5/24･26･28 東宇治中学校ソフトバレーボール・ディスクゴルフ

-　　　jム
于　　　／口 6/7・9･11 宇治中学校･

ソフトバレーボール

インディアカ
ディスクゴルフ

西　宇　治 6/14･IB･IS 西宇治中学校

南宇治･広野6/21･ 23･25 広野中学校

西　小　倉 6/28･30、7/2 西小倉中学校ソフトバレーボール
フリーテニス

ディスクゴルフ北宇治･槙島7/5・7・9 横島中学校

生き方
フリースタイル

男も女も

　
(
ｆ
ｉ
s
-
Ｂ
ｉ
ａ
て
-
ｐ
≪
)
-
Ｑ
≫
-
S
6
V
m

政
権
か
行
使
し
た
の
は
、
昭
和

二
十
一
年
四
月
十
日
。
労
働
省

で
は
こ
の
日
を
記
念
し
、
昭
和

二
十
四
年
に
、
四
月
十
日
本

六
日
を
「
婦
人
週
間
」
と
定
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
の
啓
邪
Ｅ
動
を

全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
の
「
国

際
婦
人
年
」
と
こ
れ
に
続
く
「
国

婦
人
週
間

に
努
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。

　
四
十
五
回
目
夕
迎
え
る
今
年

の
婦
人
週
間
は
、
こ
シ
し
た
考

え
の
も
と
に
、
各
人
が
、
性
別

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の

価
値
観
に
築
つ
い
て
、
自
由
に

生
息
君
金
択
で
き
る
社
会
を

目
指
し
、
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
だ
れ
も
が
、

性
に
と
β
ｐ
ｙ
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
時
代
を
築
く
た
め
、

家
庭
や
職
場
で
話
し
ら
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
婦
人
週
間
に
ち
な
み
、
次
の

催
し
が
開
か
れ
康
ｙ
。
女
性
も

男
性
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

京
都
の
つ
ど
い

　
【
と
き
一
４
月
2
3
日
面
、
午
後

Ｌ
時
～
４
時

　
【
ど
こ
ろ
】
ア
バ
ン
テ
″
ホ
ー

ル
（
ア
バ
ン
テ
ィ
９
階
）

　
【
内
容
一
Ｏ
基
調
講
演
「
開
発

監
詮
Ｔ
国
際
化
の
進
展
に
伴

う
女
性
の
役
割
」
国
際
労
働
機

5
・
6
年
度

行
政
相
談
委
員
決
ま
る

新
た
に

菱
田
俊
子
さ
ん
を
委
嘱

　
こ
の
程
、
行
政
相
談
委
員
と

し
て
、
菱
田
俊
子
さ
ん
が
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

長
年
行
政
相
談
委
員
を
さ
れ
て

い
た
松
本
登
さ
ん
が
、
昨
年
十

一
’
月
に
｛
し
て
な
ら
れ
た
こ
と
に

堡
も
の
で
す
。
ま
た
、
増
井

繁
一
さ
ん
、
瀬
田
佐
江
子
さ
ん

の
二
人
も
、
再
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁

長
官
が
委
嘱
す
る
も
の
。
国
や

府
・
市
、
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
い

っ
た
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な

ど
を
受
け
、
助
言
か
行
っ
た
り
、

行政相談委員

　(敬称略)

関
東
京
支
局
長
・
藤
井
紀
代
子

さ
ん
○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
新
し

い
家
庭
を
つ
く
る
～
恚
芳
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
男
も
女
も
」

　
【
問
い
合
わ
せ
】
女
性
政
策
室

　
（
容
内
線
2
0
9
1
）
へ
。
参

加
は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

関
係
機
関
と
連
絡
を
取
っ
た
り

し
て
、
問
題
の
解
決
の
促
進
を

図
り
ま
ず
。

　
行
政
相
談
は
、
毎
月
第
三
木

曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
、
市
役
所
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
次
だ
、
各
行
政
相
談
委
員

の
自
宅
で
も
、
随
時
、
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
哭

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
元
毒
了
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

菱田

俊
子

瀬
田
佐
江
子

増井

繁一

羽
拍
子
町
55
１
47

宇
治
東内
23

伊
勢
田
町
北
山
5１
23

豊
21

２
７
２６

豊21

４
７
９３

豊20

０
１
２４

184

婦人週問　4/10～16

気
軽
に
ご
参
加
を
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
5
年
度
日

程
決
ま
る

婦
人
週
間
と
は

性
に
と
ら
わ
れ
ず

い
き
い
き
と

　
女
性
の
地
位
向
上
の
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
は
、
男
女
が
性
に

と
良
沢
ず
、
各
人
の
個
性
を

発
揮
し
て
い
き
い
微
と
暮
ら
せ

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
う

し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

女
性
だ
け
で
な
ぐ
男
性
も
、
共
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市
民
の
ひ
ろ
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●
●
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●
●
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●
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福 祉
　
市
で
は
、
京
都
府
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
制
度
の
掛
け
金
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
年
度
分
を

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
至

急
、
手
替
夢
行
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
助
戌
公
客
Ｚ
元
る
の

は
、
掛
姓
孝
蚕
額
支
払
っ
て
い

る
場
合
に
限
り
未
丁
。

　
申
請
は
、
印
鑑
と
掛
け
金
領
収

m
痔
っ
て
、
福
祉
総
務
課
母
子

児
童
福
祉
係
（
豊
内
線
2
3
0
7
）

へ
。

一部負担金変更の内容

＼ 変　更　前
(3月まで)

変　更　後
(4月から)

外　来 900円／月 1000円／月

入　院 600円／日 700円／日

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
「
し
あ

わ
せ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
地
域
福
祉
活

動
や
を
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
遥
め

て
い
る
組
織
。
そ
の
運
営
は
、
市

消
費
者
コ
ー

ナ
ー

　
春
の
訪
れ
と
共
に
、
華
や
か

さ
を
増
し
て
き
た
洋
服
売
的
培
。

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
書
れ
い
な

色
の
ブ
ラ
ウ
ス
が
あ
る
。
シ
ル

ク
か
な
？
レ
ー
ヨ
ン
か
な
？
と

思
っ
て
表
示
か
見
る
と
、
（
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
ー
只
）
パ
ー
セ
ン

ト
」
だ
っ
た
。

　
今
、
こ
の
よ
ラ
な
服
が
増
え

て
き
て
り
一
子
。
し
か
し
、
こ

れ
が
武
ぎ
の
「
新
合
繊
」
に

よ
っ
て
作
ら
元
だ
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
知
る
人
は
、
意
外
に

少
な
い
で
し
ょ
う
。

み
の
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
に
、
様
々

な
改
良
を
加
え
、
新
し
い
質
感

や
風
合
い
忿
持
た
せ
た
も
の
で

す
。

民
の
皆
岑
ん
か
ら
の
「
会
Ｆ
で

賄
わ
れ
て
い
求
了
。

　
屁
協
″
が
、
地
域
福
祉
の
推
進

の
中
核
と
し
盃
錫
で
き
φ
φ
フ
、

皆
さ
ん
の
加
入
を
お
願
い
し
示
ｙ
。

　
▼
年
会
費
（
Ｉ
ロ
）
・
：
○
一
般

=
i
n
o
o
円
○
賛
助
＝
1
0
0
0

円
Ｏ
特
別
＝
１
万
円
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
同
協
議
会
（
豊
2
2
・
5
6
5

0
）
へ
。

ス ポ ー ツ
　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
4
日
出
、
午
後

Ｌ
時
～
と
３
堅
丁
の
２
回
▼
と

こ
ろ
・
・
・
黄
奘
体
育
館
ｙ
対
象
・
・
・
1
5

歳
以
上
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
・
・
・
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
料
・
：
1

0
0
0
円
▼
申
し
込
み
…
1
8
日
㈲
、

午
前
９
時
か
ら
同
館
（
豊
3
3
・
４

天
然
繊
維
の
絹
の
よ
シ
な
手
触

り
、
亭
り
に
は
絹
鳴
り
（
絹
布

の
擦
れ
合
之
四
）
ま
で
併
せ
持

つ
、
変
化
に
富
ん
だ
糸
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
ず
か

四
グ
ラ
ム
の
糸
で
、
月
ま
で
届

く
ほ
芦
紬
い
糸
を
作
る
技
術
も

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
原
糸
を
材
料
に
、
各

お茶摘みさん

を募集！

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室
・
市
民
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

登
録
は
、
四
月
三
十
日
圖
ま
で
に

市
バ
ス
ヶ
″
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
一

瀬
智
さ
ん
（
東
宇
治
中
学
校
、
S

3
2
゜
ｎ
／
￥
１
３
１
）
へ
ｏ

〈
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
〉

　
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
生

▼
開
催
日
…
５
月
～
６
年
３
月
の

毎
月
第
２
土
曜
（
７
・
８
・
1
0
・
１

月
か
際
く
）
、
７
回
。
低
学
年
は
午

前
９
時
半
～
1
1
時
半
、
高
学
年
は

午
後
Ｌ
堅
Ｔ
４
時
半
▼
登
録
負

・
：
人
1
0
0
0
円
。

　
丈
夫
ぶ
天
れ
も
簡
単
と
い

う
印
象
が
あ
る
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
。

し
か
し
、
同
じ
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

で
も
、
風
合
い
が
良
く
高
級
感

の
あ
る
認
晟
は
、
繊
維
が
細

く
ソ
フ
ト
に
な
っ
た
分
、
取
り

扱
い
が
難
し
い
と
い
ラ
難
点
も

今
年
の
流
行
は
「
新
合
繊
」

　
繊
維
に
は
、
「
天
然
繊
維
」

と
「
化
学
繊
維
」
が
あ
り
未
丁

が
、
そ
の
ラ
ち
化
学
繊
維
は
繊

維
の
太
さ
、
長
賤
断
面
の
形

な
と
ぞ
目
由
に
変
え
る
こ
と
が

回
宝
乎
。
特
に
最
近
は
そ
の

技
術
が
進
歩
し
、
化
学
繊
維
の

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
で
あ
弧
な
が
ら
、

社
が
競
っ
て
、
今
ま
で
の
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
繊
維
と
は
ひ
と
味
も

ふ
た
味
も
違
ラ
性
能
、
質
感
を

持
つ
繊
維
製
品
を
作
り
出
し
た

の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
繊
維
は
、
だ
れ
言

う
と
な
ぐ
「
新
合
繊
」
と
呼
ば

れ
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
し
た
。

あ
φ
ぶ
フ
で
す
。

●
染
み
、
汚
れ
が
付
き
や
す
い

　
水
や
雨
、
汗
な
ど
で
染
み
が

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
起

毛
し
て
あ
る
ピ
ー
チ
ス
キ
ン
タ

イ
プ
の
も
の
は
、
で
章
？
ｆ
い
。

●
ア
イ
ロ
ン
で
テ
カ
リ
が
出
や

　
す
い

　
高
級
茶
の
代
名
詞
・
宇
治
茶

は
、
茶
葉
夕
手
で
丁
寧
に
摘
み
、

丹
精
込
め
て
作
り
ま
す
。
し
か

し
、
お
茶
摘
み
さ
ん
は
年
々
減

り
、
茶
農
家
で
は
そ
の
確
保
に

苦
労
し
て
い
未
了
。
荼
摘
み
は

難
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宇
治
茶
振
興
の
た
め
、
あ
な
た

の
力
夕
賃
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
四
月
十
一
日

　
〈
市
民
総
合
体
育
大
会
バ
ス
ケ
ッ

　
ト
ポ
ー
ル
の
部
〉

　
▼
部
・
対
象
・
試
合
日
程
・
参

加
費
・
：
○
一
般
男
女
＝
1
8
歳
以
上

で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

６
月
1
3
E
面
・
2
0
日
㈲
、
８
月
2
9

日
剛
。
Ｉ
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
ｏ

高
校
生
男
女
＝
市
内
の
高
校
（
専

修
学
校
、
専
門
学
校
を
含
む
）
の

チ
ー
ム
。
1
2
月
1
8
日
出
・
1
9
日
面
。

Ｉ
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
ｏ
中
学
生

男
女
―
市
内
の
中
学
校
の
チ
ー
ム
。

８
月
2
7
日
圖
～
2
9
日
間
。
無
料
ｏ

小
学
生
―
市
内
の
小
学
生
チ
ー
ム
。

C
D
月
1
2
貝
『
無
料
。急

　
繊
維
が
細
く
、
熱
が
早
く
伝

わ
る
た
め
、
ア
イ
ロ
ン
の
跡
が

つ
い
た
り
、
テ
カ
テ
カ
光
つ
た

り
す
る
な
ど
、
ア
イ
ロ
ン
か
け

が
難
し
い
。

●
摩
擦
や
引
つ
張
り
に
弱
い

　
繊
維
が
細
い
た
め
、
摩
擦
や

引
つ
張
り
に
弱
い
。
力
の
か
か

>
０
-
よ
シ
な
着
方
を
し
て
い
る
と
、
、

型
崩
れ
す
る
こ
と
が
あ
る
。

㈲
の
新
聞
に
折
り
込
み
の
チ
ラ

シ
に
掲
載
の
各
農
家
へ
直
接
お

電
話
い
た
だ
ぐ
か
、
お
近
ぐ
の

茶
園
や
茶
農
家
の
ポ
ス
タ
ー
の

連
絡
先
へ
。
期
間
は
五
月
初
旬

か
ら
約
一
ヵ
月
間
で
す
。
勤
務

時
間
・
報
酬
・
通
勤
方
法
な
ど

は
、
各
農
家
と
ご
相
談
鴛
で

き
れ
ば
靫
人
の
ク
ル
ー
プ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

｜｜

Ｌ

　
▼
と
き
…
５
月
９
日
１
６
月
2
0

日
の
毎
週
日
曜
▼
と
こ
ろ
：
太
陽

が
丘
ほ
か
▼
対
象
・
：
啜
登
録
チ

ー
ム
と
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

の
一
般
参
加
チ
ー
ム
▼
参
加
費
…

○
協
会
登
録
チ
ー
ム
＝
男
子
5
0

0
0
円
、
女
子
4
0
0
0
円
○
一

般
参
加
↑
ム
灸
Ｔ
０
８

円
、
女
子
6
0
0
0
円
▼
申
し
込

み
・
・
・
４
月
2
0
日
叫
ま
で
に
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
・
橋
本
勉
さ
ん
（
豊

2
3
・
２
６
～
）
か
、
市
体
育
協
心
一

ｔ
ｔ
*
£
n
I
3
r
Ｈ
£
Ｊ
.
^
m
o
i
ｒ
｡
'
l
／
。

ま
で
に
、
市
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
ク

ラ
ブ
・
坂
戸
善
造
さ
ん
（
〒
Ⅲ
広

野
町
小
根
尾
１
３
８
１
７
、
豊
2
1
・

３
９
｀
５
１
）
へ
。お 知 ら せ

　
暴
力
の
な
い
安
全
で
安
心
で
き

る
明
る
い
ま
ち
づ
ぐ
ひ
を
進
め
る

。
暴
追
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に

ふ
さ
わ
し
ぐ
、
京
都
６
し
さ
も
表

現
で
き
る
も
の
を
募
集
し
栄
ｙ
。

　
▼
規
格
…
Ｂ
５
判
の
白
紙
に
1
2

ｔ
ｘ
1
2
な
く
ら
い
の
大
海
き
で
。

色
彩
な
芦
ほ
自
由
。
裏
に
説
明
を

付
け
て
▼
応
募
方
法
…
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
（
学
校

名
・
学
年
）
、
電
話
番
号
か
明
記

し
、
５
月
暫
苗
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
よ
〒
6
0
2
京

都
市
上
京
区
下
長
者
町
新
町
西
入

る
藪
こ
内
町
7
7
－
５
、
ａ
０
７
５
・

４
５
１
・
８
～
ｏ
）
へ
▼
表
彰

…
最
優
酉
Ｔ
点
・
佳
作
―
点
。

賞
状
と
賞
金
（
各
2
0
万
円
と
５
万

円
。
小
・
中
学
生
は
同
額
の
図
書

券
）
▼
発
表
・
・
・
６
月
中
旬
に
本
人

に
直
接
通
知
▼
そ
の
他
・
：
①
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
使
用
ず
る
と

図

書

館

▼
と
き
…
４
月
1
4
日
伽
、
午
後

き
、
補
作
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
同
セ
ン

タ
ー
に
帰
属
し
乖
ｙ
③
応
募
作
品

は
返
却
Ｌ
￥
笹
ん
。

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
４
月
1
4
日
團
・
2
8
日

㈹
、
午
後
３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ

ろ
：
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
・
：
幼
児
と
小
学
校
低
学
年
の

児
罵
参
加
は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
〈
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
教

　
室
〉

　
▼
と
亭
：
４
月
1
8
日
㈲
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
雨
天
時
は
2
5

日
㈲
）
▼
行
政
売
・
：
杢
・
山
、
天

ケ
瀬
森
林
公
園
▼
対
象
・
・
。
・
小
・
中

学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）
▼
定
員

・
・
・
先
着
3
0
人
▼
指
導
・
・
・
京
都
府
南

部
ジ
ュ
ニ
ア
野
鳥
教
室
指
導
者
・

３
時
半
ト
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
▼
内
容
…
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
ほ
か
▼
対
象
・
：
３
・
４
歳
児

▼
問
訟
Ｂ
せ
・
・
・
同
館
（
豊
2
0
・

1
5
1
1
）
へ
。
参
加
は
無
料
。

健 康
　
▼
と
き
…
４
月
2
2
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保

健
所
▼
対
象
・
・
・
２
歳
児
と
そ
の
保

護
者
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼
内
容

・
・
・
歯
科
検
診
、
歯
の
磨
き
方
指
導

ほ
か
▼
持
ち
物
・
・
・
母
子
手
帳
と
歯

プ
ー
フ
シ
▼
申
し
込
み
・
：
同
所
（
容

2
1
・
2
1
9
1
）
へ
電
話
で
。
参

巾
島
愛
治
さ
ん
▼
交
通
費
・
：
小
学

生
２
６
０
円
、
中
学
生
以
上
？

Ｏ
円
▼
申
し
込
み
・
：
同
セ
ン
タ
ー

　
（
容
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
。

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

し
て
い
る
「
労
働
保
険
概
算
確
定

保
険
料
里
暑
」
で
、
五
月
十
七

日
側
ま
で
に
、
里
？
納
付
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
受
廿
可
け
・
・
・
京
都
労
働
基
準

局
・
京
都
府
雇
用
保
険
課
・
労
働

基
準
監
督
署
と
金
融
機
関
・
郵
便

局
で
受
け
付
け
る
ほ
か
、
４
月
2
7

日
叫
・
午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
に

O A講座の日程・内容

南
京
都
信
用
金
庫
本
店
に
受
付
会

場
を
開
設
▼
問
い
＜
ａ
ｅ
ｔ
j
-
同
局

　
（
登
０
７
５
・
２
４
１
・
3
2
1

1
）
か
同
課
（
ａ
０
７
５
・
4
3

1
°
0
1
3
7
）
へ
。

講　座　　名 期r.r曜日 時　間 回3S　0り
定員
　囚

受講科
　　何

ワープロ(初級プラス)
5/15

-7/10 土
９

～
30
2:00 ９ 10 11,700

連休期間ワニプロ集中講座 6/2
-5/4
日月火

9:30

-15:30 ３ 30 9,600

ワ　ー　プロ（中級)6/6-5/21月火木金

　9:30

　～12:00

(－ぷ15:3O)
10 20 9,400

パ　ソ　コ　ン（a－タ

　　ス１－２－３中級） 5/8
-6/5
水 18:30―21:∞

８ 20 10,400
土 ９：30―12：∽

パソコン(ベーシック初級)
5/20

-6/21 月木
18:30
-21:00 10 10 13,000

パソコン(MS-DOS　初m
5/23

-6/27 日
9:30

-12:○0
６ 20 7,800

パ　ソ　コ　ン（中級)
　（財務会計・給与計算） 5/7-6/4

火金 18:30
～21:00
９ 10 11,700

ﾉfソ　コ　ン（中級）
　（仕入販売・顧客管理） 5/7-6/4 火金

18:30
-21:a〕
９ 10 11,700

パ　ソ　コ　ン（中級）

（仕入販売･ 顧客管51） 5/16-6/27
日

　９

　～
(-S

30

2:00

i5:30)
９ 10 11,700

加
は
無
料
。
公
民
館

木
幡
公
民
館
ま
つ
り
第
１
部

山
野
草
・
園
芸
植
物
展

　
春
に
可
愛
い
花
夕
蔭
が
せ
る
山

野
草
夕
集
め
て
、
木
幡
公
民
館
ま

つ
昨
第
一
部
を
開
催
し
康
ｙ
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
○
４
月
2
4
日

出
・
2
5
R
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時
＝
山
野
草
・
園
芸
植
物
展
、
山
野

草
即
売
コ
ー
ナ
ー
（
完
売
次
第
、
終

了
）
0
2
5
日
面
、
午
後
１
時
～
と

２
時
～
の
２
回
―
展
示
品
の
説
明

と
山
野
草
育
成
相
談
○
2
5
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
＝
お
茶
席

　
（
１
席
２
５
０
円
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・

木
幡
公
民
館
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
同

館
（
萱
3
2
・
8
2
9
0
）
へ
。

185

京
都
府
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
の
掛
け
金
助
成

老
人
保
健
制
度
一
部
負

担
金
が
変
わ
り
ま
し
た

四
月
か
ら
、
医
療
機
関
へ
支
払

二
部
負
担
金
が
、
右
下
表
の
と

5
年
度
社
会
福
祉

協
議
会
会
員
募
集

お
臭
灸
さ
れ
汰
し
た
（
福
祉
医

療
の
原
人
医
療
も
同
様
で
Σ
。
詳

し
ぐ
は
健
康
医
原
課
医
療
係
（
豊

内
線
1
3
3
4
）
へ
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

実
技
講
習
会

市
民
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

　
一
’
と
き
．
．
．
５
戸
９
Ｅ
伯
．
Ｅ
Ｅ

ｍ
・
2
3
m
面
・
2
6
日
叫
午
後
２

時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
１
醍
醐
ス
ヶ

－
ト
（
京
都
市
伏
見
区
桃
山
町
）

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

字
の
小
学
生
以
上
の
初
心
者
▼
参

加
費
（
貸
靴
代
含
む
）
・
・
１
回
に

つ
き
、
高
校
生
以
上
1
4
0
0
円
・

中
営
版
下
1
1
0
0
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

圧
年
月
日
・
電
話
番
号
・
参
加
希

里
日
（
何
回
で
も
可
）
を
書
き
、

４
丹
3
0
日
吻
（
当
日
消
印
有
効
）

(
財
)
京
都
府
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

第
1
4
回
近
畿

洋
上
青
年
大
学

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
も
よ
お
し

学
ぶ

O
A
講
座

え
ほ
ん
の
じ
か
ん

歯
の
教
室

　
京
都
文
教
短
期
大
学
と
中
央
公

民
館
が
共
催
す
る
講
座
。
今
年
度

は
「
人
間
い
き
い
き
」
と
題
し
、
く

ら
に
い
と
生
に
か
か
わ
る
こ
と
を
総

合
的
に
学
び
ま
す
。
第
一
回
の
内

容
は
「
言
葉
も
い
き
い
き
」
で
ｙ
。

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
Ｉ
６
原
胃
の

毎
月
第
玉
慮
（
‥
１
１
月
は
除
く
）
、

1
0
回
。
午
後
２
時
～
３
時
半
ｙ
と

こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
対
象
・
：
市

内
在
住
・
在
勤
の
人
▼
申
し
込
み

…
同
館
（
容
2
0
・
1
4
1
1
）
へ
。

参
加
は
無
料
。

5
年
度
市
民
土
曜
講
座

「
人
間
い
き
い
き
」

「
新
合
繊
」
つ
て
何
？

新
合
繊
と
は
、
既
に
お
な
じ

「
新
合
繊
」
は
デ
リ
ケ
ー
ト

　
新
合
繊
は
、
こ
の
ぶ
つ
に
デ

リ
ヶ
Ｉ
ト
な
生
地
で
す
の
で
、

風
合
い
や
光
沢
が
絹
の
よ
'
<
ｒ
＾

も
の
な
ら
、
絹
と
同
じ
よ
シ
な

取
ぴ
扱
い
が
必
要
で
す
。

　
今
年
は
新
合
繊
の
洋
服
が
流

行
し
そ
う
で
Ｔ
が
、
デ
リ
ヶ
Ｉ

ト
な
素
材
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
、
お
し
ゃ
れ
着
と
し
て
慎

重
に
取
Ｓ
＼
扱
ｓ
＞
た
い
も
の
で
す
。

取
り
扱
い
は
慎
重
に



私たちの健康は私たちの手で

食生活改善推進員「若葉の会

」 　
　
『
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
食
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ
う
と
、
活
動
を
続
け

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
名
は
食
生
活

改
善
推
進
員
「
若
葉
の
会
」
。
今
回
、
こ
の
会
員
と
な
る
た
め
の
「
食

生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
」
の
受
講
者
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
募

集
し
ま
す
。
「
食
べ
物
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
か
な
」
－
そ
ん
な
あ
な
た
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
正
し

い
食
思
朽
の
知
識
か
広
め
、
市
民

の
健
康
。
つ
く
り
を
遥
め
て
い
た
だ

く
地
域
の
リ
Ｌ

人
た
ち
を
養
成
す
る
の
が
、
市
と

保
健
所
が
今
回
受
講
者
か
募
集
す

る
「
食
盃
朕
善
推
進
員
養
成
講

座
」
。
そ
し
て
、
こ
の
講
座
の
修

了
生
な
ど
で
組
織
す
る
の
が
、
今

　
　
　
　
　
ふ
■
■
■
■

年
で
九
年
目
を
迎
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
若
葉
の
か
で
す
。

　
受
講
生
は
、
こ
の
講
座
で
栄
養

の
基
礎
知
識
を
は
じ
の
、
栄
養
計

算
、
健
康
の
た
め
の
食
生
活
、
減

塩
料
理
な
ど
を
一
年
間
か
け
て
学

習
。
総
合
的
な
栄
養
知
識
か
身
に

付
け
康
ｙ
。
そ
し
て
講
座
修
了
後
、

　
「
若
葉
の
今
に
入
会
し
、
活
動

し
て
い
た
だ
ぐ
わ
け
で
す
。

　
会
で
は
、
現
在
約
九
十
人
の
会

員
が
、
こ
の
講
座
や
そ
の
後
の
研

修
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
、
我

が
家
で
実
践
す
る
だ
け
で
な
く
、

ご
近
所
に
広
め
、
地
域
の
健
辰
つ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
様
々
な
方

面
謡
廻
し
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
は
生
き
て
い
く
に
は
欠

・
一
●
Ｓ
Ｉ
＠
一
一

わ
た
し
た
ち

引
き
続
い
て
勉
強
を

軽
い
気
持
ち
で
受
講
し
ま
し
た

続
け
て
き
て
良
か
っ
た

　
私
自
身
、
会
で
の
活
動
は
六

年
目
。
こ
の
間
、
毎
回
の
食
事

を
健
康
で
お
い
し
ぐ
食
べ
な
が

ら
、
健
全
な
食
妾
習
慣
が
定

着
す
る
ぷ
コ
に
と
の
思
い
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
我
が
家
で
。
地

域
で
広
め
て
き
た
の
で
す
が
、

後
で
「
あ
の
料
理
、
我
が
家
の

定
番
料
理
に
な
り
ま
し
た
」
な

μ
と
聞
く
と
、
続
け
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
、
喜
ん
で
い
ま

す
。

　
ふ
礒
は
、
地
域
で
の
活
動
が

よ
り
活
発
に
な
っ
て
、
た
と
え

ば
、
私
た
ち
が
開
い
た
料
理
教

室
の
受
講
生
が
「
会
に
入
詐
た

い
」
と
感
じ
る
よ
シ
な
も
の
に

な
れ
ぱ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。
食

べ
惣
迢
Ｕ
で
健
辰
つ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
、
活
動
し
て

み
た
い
「
あ
な
た
」
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
ず
。

が
ん
ば
り
ま
す

が
、
こ
の
一
年
間
で
ｆ
ｙ
い
ぷ
ん
多

く
の
知
識
を
得
て
、
食
年
活
に
つ

い
て
の
意
識
刄
釣
り
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
初
め
て

で
す
が
、
空
い
て
い
る
時
間
に
何

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
ち

ふ
礒
は
、
し
好
本
位
の
、
お
い
し
さ

に
重
点
を
置
い
た
食
生
活
か
ら
、

本
当
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食

牛
居
へ
と
、
日
々
の
工
夫
と
心
掛

け
で
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「
若
葉
の
砂
で
引

き
続
き
勉
強
し
て
、
我
が
家
は
も

ち
ろ
ん
、
未
来
の
あ
る
子
供
た
ち

の
食
生
活
か
充
実
さ
せ
、
健
や
か

な
毎
日
が
過
ご
せ
る
ぶ
コ
、
努
力

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
　
　
○
　
○
　
○

　
家
族
の
健
康
管
理
に
は
、
以
前

か
ら
関
心
が
あ
り
、
一
歩
踏
み
込

ん
で
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
土
ハ
回
の
講
劈
修
了
し
、

ふ
汪
、
や
ひ
抜
い
た
と
い
う
満
足

感
至
杯
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
以
前
か

ら
続
け
て
き
ま
し
た
。
「
若
葉
の

合
も
、
末
長
ぐ
続
け
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
入
会
後
は
、
教
わ
る
側
か
ら
、

学
ん
だ
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

側
に
立
場
が
套
ぢ
ま
す
。
ふ
礒

も
勉
強
を
続
け
て
、
正
し
い
食
生

活
や
健
康
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
、

身
近
な
人
に
伝
え
る
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
未
丁
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
ほ
か
、
講
座
か
修
了
し
入

会
す
る
の
は
次
の
皆
さ
ん
（
順
不

同
・
敬
称
略
）
。

　
二
井
見
ア
ヤ
子
（
五
ヶ
庄
）
、
久

保
陽
子
（
五
ヶ
庄
）
、
北
見
志
津
（
広

野
町
）
、
太
田
啓
子
（
大
久
保
町
）
、

大
石
か
ほ
る
（
広
野
町
）
、
増
子
千

穂
（
大
久
保
町
）
、
東
山
純
子
（
伊

勢
田
町
）
、
新
井
千
昭
（
大
久
保

町
）
、
川
渕
博
子
（
大
久
保
町
）
、
木

村
陽
子
（
宇
治
）
、
真
嶋
久
枝
（
宇

治
）
、
葛
田
ふ
さ
（
宇
治
）
、

‘
佐
々

木
か
つ
子
（
宇
治
）
、
清
水
泰
子
（
折

居
台
）
、
浅
田
節
（
琵
琶
台
）
、

井
上
里
子
（
宇
治
）
、
柏
和
子
（
宇

治
）
、
小
林
清
枝
（
小
倉
町
）
、

鮫
島
保
栄
（
宇
治
）
、
仲
田
典
代

（
小
倉
町
）
、
小
泉
和
子
（
宇
治
）
、

酉
治
i
美
子
（
横
島
町
）
、
松
山
千

尋
（
小
倉
町
）
、
緒
方
宣
子
（
小
倉

町
）
、
加
藤
宏
子
（
小
倉
町
）
、

吉
岡
す
ま
子
（
伊
勢
田
町
）
、
田

村
恵
美
子
（
神
明
）
、
高
林
栄
子

（
羽
拍
子
町
）
。
河
渋
京
子
（
伊
勢

田
町
）
、
中
西
順
子
（
南
陵
町
）
、

大
西
静
子
（
伊
勢
田
町
）
、
滝
川

恵
美
子
（
小
倉
町
）
、
田
村
順
子

（
南
陵
町
）
、
森
禧
子
（
木
幡
）
。

毎日の食事から塩分を

減らす工夫を

：　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　～-i,,^
　　　ポイント(D

　　　薄味で、おいしい料理の工夫を

　　ポイントR　　　　　犬

　　　塩辛い食品（塩ざけ･つくだ煮･たらこ）

や漬物類は控えめに

ポイントR　　　　　　　コ

かけじょうゆの習慣はやめて
　　かける時は、味をみてから控え目に

ポイント②

　スープは１日１杯に

　　飲む時は､'具だくさんで

ポインA(D　．'

　めん類の汁は残すように

　　めん類と一緒に食べるおかずは薄味に時間は、1 ･16回が午前10時～正午、３回が午後

１時～3時半､それ以外は午前10時～午後３時半。
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宇治市食生活改善推進員養成講座

募集要項

▼
対
象

　
地
域
の
食
害
嵌
善
に
意
欲
を

持
ち
、
自
ら
推
進
員
と
な
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ー
鬼
慰
楽
践
す
る
熱

回 月日
内　　　　　溶

午　　　前 ’午　　後

１ 5/＼困 開講式記念講演 /
２ 6/2伽 栄養の基礎Ｉ 日常の食生活Ｉ

３ 6/中旬 / 減塩梅干し作り

４ 6/29㈹ 季節の献立
調理の基本

栄養の基礎II

５ 7/13(火)減塩調理
食品と調理

食品と調理

６ 7/28困 減塩調理
食品と調理

日常の食生活II

７ 8/31㈹ 健康づくりの基本地域活動をすすめるためにＩ

８ 9/9困 減塩調理
調理の基本

健康のための
運動の基本

９ 9/22伽 減塩調理調理の基本
食品衛生Ｉ

10 io/i9yc)減塩調理
調理の基本

病態別食生活.
　　　(糖尿病)

11 11/ 9(火)食品衛生II 病態別食生活
　　(高脂血症)

12 12/9凩 パーティー献立 地域活動をすす
めるためにII

13
６年
1/19伽
食事診断
栄養計算

年代別食生活

14 2/i困 減塩調理
調理の基本

献立作成・地域
活動の実際

15 2/2梱 班別献立発表会 年代別食生活講座のまとめ

16 3／8(火)
閉講式
記念講演 /

意
の
あ
石
女
性

▼
日
程
・
内
容

　
右
表
の
と
お
り

▼
会
場

　
市
役
所
・
総
合
福
祉
心
一
館
・
宇

治
保
健
所

▼
募
集
人
数

　
3
5
人
（
５
募
者
多
数
の
握
忌

地
域
別
に
抽
選
し
て
決
定
）

▼
受
講
料

　
警

▼
修
了
証

　
1
6
回
・
約
6
0
時
間
の
講
義
で
、

必
須
項
目
の
4
0
時
局
以
上
受
講
し

た
人
に
は
、
府
知
事
か
ら
修
了
証

を
交
付

▼
申
し
込
み

　
４
月
１
９
一
日
囲
～
1
4
日
田
に
健
康

医
療
課
（
容
内
線
2
3
3
2
）
へ

電
話
か
来
庁
飛

4
年
度
講
座
修
了
者
の
声

会長さんに聴きました

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

「若葉の会」ではこんな活動を

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

受
講
者
を
募

集

教
わ
っ
た
こ
と
を

身
近
な
人
に
伝
え
た
い

「若葉の会」からのワ

ンポイントアドバイス

－
／

ゝ
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